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「
平
和
の
祭
典
」
と
も
言
わ
れ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕
し
ま
し

た
。
今
も
な
お
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
や
ガ

ザ
で
の
紛
争
な
ど
、
世
界
の
各
地

で
平
和
と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。 

日
本
で
も
79
年
前
の
戦
争
で

は
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
に
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
美
し
い
街

が
一
瞬
に
し
て
廃
墟
と
化
し
ま
し

た
。
熱
さ
や
痛
み
を
感
じ
る
間
も

な
く
焼
か
れ
た
者
や
生
き
延
び
て

も
一
生
の
苦
し
み
を
味
あ
わ
さ
れ

る
人
々
が
大
勢
い
ま
し
た
。 

 

原
爆
投
下
か
ら
79
年
。
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
は
、
創
立
以
来
「
平
和
を

守
る
た
め
の
運
動
」
に
参
加
し
、

ま
た
支
部
・
地
本
が
企
画
し
て
集

会
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

5
月
に
東
京
を
出
発
し
た
国

民
平
和
大
行
進
が
、
8
月
4
日
広

島
に
到
着
。
平
和
公
園
噴
水
前
で

集
結
集
会
を
行
い
、
こ
の
日
最
後

は
「
廣
嶋
郵
便
局
職
員
殉
職
の
碑
」

に
女
性
部
が
折
っ
た
千
羽
鶴
を
献

納
し
ま
し
た
。
8
月
5
日
に
は
、

38
年
つ
づ
く
平
和
の
メ
ッ
セ
ン

中中国国 
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ジ
ャ
ー
「
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
」
が

広
島
に
到
着
。
今
回
は
6
名
の
サ

イ
ク
リ
ス
ト
を
原
爆
ド
ー
ム
前
に

迎
え
た
到
着
集
会
に
は
約
30
名

が
参
加
。
地
元
広
島
だ
け
で
は
な

く
関
西
、
九
州
か
ら
も
仲
間
が
か

け
つ
け
ま
し
た
。
夕
刻
に
は
市
民

集
会
「
広
島
平
和
へ
の
集
い
2

0

2

4
」
へ
出
席
。
こ
の
後
、
会
場

を
移
し
て
中
国
地
本
主
催
「
平
和

交
流
集
会
」
で
久
し
ぶ
り
の
懇
親

会
を
開
催
。
全
国
か
ら
の
参
加
者

も
各
々
の
活
動
を
報
告
下
さ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
8
月
6
日
は
早

朝
か
ら
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
の
集

い
」
、
あ
の
日
と
同
じ
8
時
15
分

に
「
追
悼
の
ダ
イ
イ
ン
」、
そ
の
後

「
8
・
6
広
島
デ
モ
」
、
中
電
本

社
前
の
「
脱
原
発
座
り
込
み
」
を

も
っ
て
一
連
の
平
和
行
動
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
長
崎
で
は
8
月
8
日
、

25
回
目
を
数
え
る
「
8
・
8
平

和
を
考
え
る
長
崎
集
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
学
院
大
学

教
授
の
飯
島
滋
明
先
生
を
お
招
き

し
、「
平
和
な
状
態
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
も
の
は
」
を
テ
ー
マ

に
、
私
た
ち
が
で
き
る
平
和
運
動

や
平
和
を
脅
か
す
要
因
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

翌
8
月
9
日
朝
は
長
崎
朝
鮮

人
犠
牲
者
集
会
開
催
。
長
崎
原
爆

資
料
館
へ
移
動
し
、「
ピ
ー
ス
サ
イ

ク
ル
全
国
ネ
ッ
ト
」
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
式
。
午
後
か
ら
の
「
ピ

ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
市
民
集
会
」
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
報
告
と
「
市
民

宣
言
2

0

2

4
」
を
採
択
し
て

散
会
し
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
に
な
い
核
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
る
混
迷
の
世
界
情
勢
の
中

で
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
そ
れ

ぞ
れ
の
平
和
行
動
参
加
者
は
、
平

和
を
祈
り
、
核
廃
絶
の
決
意
を
新

た
に
し
た
夏
で
し
た
。 

79
年
前
の
8
月
6
日
の
ヒ
ロ

シ
マ
、
8
月
9
日
の
ナ
ガ
サ
キ
に

想
い
を
巡
ら
せ
、
「
平
和
と
は
何

か
」「
核
兵
器
と
は
何
か
」
を
各
々

が
今
一
度
考
え
る
機
会
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。 

 

 

平和交流集会（中国地本主催） 

8・8 平和を考える長崎集会 

長崎市にピースメッセージを伝達 

ピースウィーク市民集会（長崎） 

追悼のダイイン（広島） 

 

「最低賃金学習会」開催 

 

日時：8 月 31 日（土） 

           15：00～16：00 

会場：広島オフィスセンター 

         （広島市南区東荒神町 3－35） 

 

講師：岡崎 徹 

          （広島中央支部長） 


